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審 査 結 果 の 要 旨 
身体症状には身体的基盤はないという医師の保証にもかかわらず, 医学的検索を執拗に要求する
と共に，繰り返し身体症状を訴える疾患を精神医学上，身体表現性障害 (Somatoform Disorder ; SFD)
という．それにはアレキシサイミア (失感情言語症；自己の感情を正確に認識し，言語化すること
が困難な状態)がみられやすく，不安・抑うつ症状にも関連しているとされるが，精神療法に反応し
にくく，アレキシサイミアの低減は非常に困難とされてきた．また，それが高い人はストレス状況
で問題回避するなど不適切なコーピングを行ったり，身体に関心が向いて身体症状を過度に訴え，
頻回受診するという疾病関連行動がみられる．SFD の背景にストレスが存在していることは稀でな
く，適切なコーピング法を修得できれば，アレキシサイミアが低減し SFD の治療に繋がる可能性が
あるが，SFD 患者がストレスに対してどのようなコーピングをとるのかを検討した報告はない． 
申請者は，ICD-10 分類で SFD と診断された 196 名に対して，アレキシサイミアの高さとストレ
スコーピングの関係を解析した．対象としたすべての患者に医療機関数，身体症状数，Zung 
Self-Rating Depression Scale (SDS), Spielberger State-Trait Anxiety Inventory (STAI-trait， -state)，
Somatosensory Amplification Scale (SSAS)を施行した．アレキシサイミアの評価には Toront 
Alexithymia Scale 20 (TAS-20)を用い，合計点の他，感情同定の困難さ (DIF；difficulty in identifying 
feelings)，感情表出の困難さ (DDF；difficulty in describing feelings)，外向性志向 (EOT；externally 
oriented thinking)の 3 つの下位項目を測定した．コーピングの評価は Lazarus Type Stress Coping 
Inventory (SCI)を用いた．これは対決型，社会支援模索型，逃避型など 8 つの型別に得点化される．
TAS-20 と SCI の関連性を Pearson の相関関係係数を用いて解析し，さらに，他因子の影響を除去す
るため，TAS-20 を従属変数，それらに相関関係を認めた因子を独立変数として，Stepwise multiple 
regression analysis で解析した．統計解析は SPSS 19.0 を用い，p < 0.05 を統計学的有意とした．その
結果，1) DIF は逃避型との間に他因子と独立して有意な正の相関 (p < 0.001)を，2) DDF は社会支援
模索型と有意な負の相関(p < 0.001)を，3) EOT は対決型と有意な負の相関(p < 0.001)を示した．以上
のことから，それぞれ，感情を同定することが困難な患者ではストレス状況から回避する対処をと
りやすく，言語化することが困難な患者は他人に援助を求めることが乏しく，注意関心が自己より
外的事象に向きやすい患者では，自信をもって根気強く問題に対処することが少ないことが明らか
となった．本結果は，SFD 患者におけるアレキシサイミアには，その下位項目に応じて，不安・抑
うつ状態とは独立して特定のコーピングが関連していることを示しており，治療ではそれらを考慮
することの重要性が示唆された． 
以上が本論文の要旨であるが，SFD 患者でみられるアレキシサイミアは，ストレス状況下で特定
のコーピングが関連していることが明らかにした点で，医学上価値ある研究と認める． 
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